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Oval 型蔭酸 カル シウム結 晶の研究
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   Urinary crystals were collected by repeated centrifugation from two outpatients with calcium 
oxalate crystalluria where oval forms predominated and were studied by scanning electron 
microscopy and X-ray diffraction.Fibrous structure, biconcave surface and prismatic appearance 
of oval crystals were shown. The side view of oval forms may be prismatic X-ray diffraction 

patterns of urinary crystals indicated that oval crystals consist of calcium oxalate monohydrate. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1679-1681, 1989) 
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緒 言

尿 沈 渣 に観 察 され る代 表 的 な 蔭 酸 カル シ ウム結 晶は

dipyramid型 で あ る が,そ の 他 にoval型 やdumb-

bell型 の 存 在 も知 られ て い る.dipyramid型 は 蔭 酸

カル シ ウ ム2水 化 物,oval型 お よびdumbbell型 は

蔭 酸 カル シ ウム1水 化 物 とす る の が 一般 的 であ るが,

oval型 に つ い て は 蔭 酸 カル シ ウ ム2水 化 物 で あ る と

す る意 見 も あ り1),一 定 した 見解 は え られ て い な い 。

遠 心 分離 を 繰 り返 す こ とに よ り尿 中 の 蔭 酸 カル シ ウ

ム結 晶を 集 め れ ば,蔭 酸 カル シ ウム結 晶 尿 を 定 量 的 に

評 価 で き る2).こ の方 法 に よ り尿 中 のoval型 結 晶 を

集め,X線 学 的 にoval型 結 晶を 検 討 した の で,こ こ

に報 告 す る.

対象および方法

当科外来で高度なova1型 結晶尿を示 した2症 例を

対象 と した.caselは63歳 の男性 で,高 血圧に対 し

て トリアムテ レンを投薬 されていたが,カ ルシ ウム結

石の再 発のため紹 介された.来 院時尿検査 にて少数の

dipyramid型 結晶 とともに多数のdumbbell型 お よ

びoval型 結晶を認 め た た め,引 き続 き採尿 した.

case2は30歳 の男性 で,膀 胱 刺激症状を訴え来院 し

たが,結 晶尿を除けば異常所見は認 め られず,神 経性

頻尿 または尿路結石症を考えた.来 院時尿検査にて少

数のdipyramid型 お よびdumbbell型 結晶 ととも

に多数のoval型 結晶を認 めたため,引 き続 き採尿 し

た.

中間尿にて37℃ に温めたガ ラス容器に採尿 し,尿

pHを 測 定 して か ら37℃ で 遠心 分 離 を 行 った.

caseIで は尿37mlか ら沈殿物 を 集め,case2で

は尿40mlか ら沈殿物 を集めた.つ ぎにtそ れ ぞれ

の沈殿物 と68%シ ョ糖液 を混和 し,室 温で超遠心分離

を行 った.高 密度 シ 。糖液 とクPロ ホル ムを用 いて沈

殿物か ら結晶成分 を分離 したが,遠 心分 離操作の詳細

についてはすでに報告 した2).

クロロホルムを揮発 させ,実 体顕微鏡にて観察 した

のち,結 晶成分の重量を測定 した.結 晶成分の一部の

鏡検は6NHCI添 加前後で強拡大にて行った.ま た,

結晶成分の一 部に金 パラジウムを真空蒸着 し,走 査電

顕にて観察 した.x線 回折は粉末法 にて行い,赤 外分

光分析にはX線 回折後の粉末試料 を用い た.

結 果

Case1とcase2か ら外来にて引 き続 き採 尿 した

尿検体 のpHは ともに5.6で あ った.遠 心分離終 了

後,結 晶分離過程で混入 したと思われ る小繊維(室 内

塵)を 実体顕 微鏡下で除去 し,光 輝性の結晶粉末の 重
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量 を 測 定 す る と,caselで は9.8mg,case2で は

0.2mgで あ った.結 晶粉 末 の一 部 を 鏡 検 す る と,2

症 例 と もoval型 結 晶に よ って 占 め ら れ て い た がt

dumbbell型 やdipyramid型 結 晶 も散 見 され た.同

時 に,遠 心 分 離 操 作 に 由来 す る結 晶 破片 も観 察 され た

が,こ れ らの結 晶 成 分 はす べ て6NHCIの 添 加 に ょ

り速 や か に消 失 した.dumbbell型 やdipyramid型

結 晶 に はoval型 結 晶 よ り も 大 きな もの が 多 く,ま

た,case2と 比 べ る とcase1で は 各 結 晶 型 と も平

均 して大 きか った.caselの 走 査 電 顕 写 真 を示 す.

大 小 のoval型 結 晶 と と も に 結 晶 破 片 が 認 め られ る

(Fig.1).中 央 の結 晶で は 輪 状 に 走 る繊 維 状 構 造 が

周 辺 部 に 認 め られ る.個 々 のoval型 結 晶の 中 央 部 は

凹 ん で お り,赤 血 球 に よ く似 た形 態 を示 す(Fig.2),

柱 状 の 結 晶 も散 見 さ れ る が,こ れ はoval型 結 晶 を

横 か ら眺 めた もので あ ろ う.

Caselとcase2のX線 回折 パ タ ー ソを示 す(Fig.

3)。 と もに蔭 酸 カル シ ウ ム1水 化 物 のX線 パ タ ー ンで

Fig.3.X-raydiffractionpatternsofurinary
crystalsfromcaseI(top)andcase2

(bottom).Arrowindicatestheprescnce
ofatraceofweddellite.

あ り,ova1型 結 晶 が 蔭 酸 カル シ ウム1水 化物 で あ る

こ とを 示 して い る,case1で は蔭 酸 カル シ ウ ム2水

化 物 の 回 折 ピ ー ク もわ ず か なが ら認 め られ る が,こ れ

はdipyramid型 結 晶に 対 応 して い る と考 え られ る.

case1とcase2の 赤 外 線 ス ペ ク トル は ,蔭 酸 カ ル

シ ウ ム と と もに少 量 の燐 酸 カル シ ウム の存 在 を 示 した

が,X線 回折 で は燐 酸 カ ル シ ウム の存 在 は不 明 で あ っ

た.

考 察

尿沈 渣に 観 察 され る蔭 酸 カル シ ウム結 晶 と しては,

dipyramid型 が圧 倒 的 に 多 くoval型 は 少 な い3)ま

た・dipyramid型 は しば しば 単 一 の 結 晶型 と して 尿

中に 認 め ら れ る の に対 して,oval型 はdipyramid

型を 伴 って い る こ と が 多 い の で4),ova1型 結 晶 尿 の

臨床 的 意 義 に 言 及 した 報 告 は 少 な い,Cifuentes5)は

蔭 酸/カ ル シ ウ ムの 尿 中 濃 度 比 が 増 大 す る とoval型

やdumbbell型 結 晶 尿 が 出 現 しや す くな る と して い

るが,そ の 詳 細 に つ い て は 触 れ て い な い.

Catalinaら6>は 尿 中蔭 酸 カ ル シ ウ ム結 晶 の 分 析 に

electrondiffractionを 応 用 し,oval型 結 品 は ,

dumbbell型 と同様,蔭 酸 カル シ ウム1水 化 物 で あ る と

した ・ しか し・ こ の分 析 方 法 では 蔭 酸 カ ル シ ウ ム結 晶



戸 塚,ほ か:oval型 結 晶 ・X線 回 折

は速やかに炭酸 カルシウムや酸化 カル シウムに変化 し

てい くため,修 酸 カルシウム1水 化物 と2水 化物の判

別 は容易 でない.BergらDは 赤外分光分析結果 に基

づいて,尿 中oval型 結晶は,dipyramid型 と同様,

修 酸 カル シウム2水 化物であ るとした.彼 らは遠心分

離に よ り尿か らoval型 結晶を集めたが,通 常の遠心

分離では尿中の細 胞成分や有機物が混入するため,赤

外線 スペ ク トルの解析 は か な り複雑 となる.す なわ

ち,尿 中結晶の分離方 法を誤れば,信 頼すべ き結果は

えられないであろ う.わ れわれはX線 回折のみな らず

赤外分光分析に よって も尿中oval型 結晶が蔭 酸 カル

シウム1水 化物 で あ る ことを 確 認 した が,こ れ は

Catalinaら の報告 と一致す る.

Oval型 結 晶とdumbbell型 結晶 は と もに微細 な

結晶の集合体であ り,偏 光顕微鏡下 では高次の干渉色

を示す ことか ら修酸 カル シウム1水 化物 と考え られて

きた.oval型 結 晶とdumbbell型 結晶は混在 してい

る こ とが多 く,ま た,両 者 の中間型あるいは移 行型

を示す結晶の存 在 も知 られ て いる ので,oval型 と

dumbbell型 は同 じ結 晶を正面 と側面か ら眺め た もの

に過 ぎず,両 老を区別す る必要 は な い と の意見 もあ

るt」 しか し,oval型 結晶が常にdumbbell型 結 晶

を伴 うとは限 らない し,ま た,典 型的 なoval型 結 晶

は横か ら眺め る と柱 状を示す ので(Fig.2),ova1型

とdumbbell型 を同 じ結晶 と考 える のに は無理があ

る.し か し,caselの よ うにdumbbell型 結晶 と

oval型 結晶の 割合 は 連続 し て採 尿 した 尿検体で も

異な ることがあ り,ま た,わ れ われ もoval型 か ら

dumbbell型 への移行型 と思われ る結 晶を観察 してお

り,両 者の間に密接な関係が存在す ることは確実であ

ろ う.

日常の尿検査における蔭酸 カル シウム結 晶尿の出現

頻度は10%以 下 と考え られ るが3・5),蔭酸 カル シウム

結晶は しば しば健康人の尿に も観察 され ることか ら,

その病的意義は疑問 と考え られ てきた.し か し,尿 検

査にて頻回に蔭酸 カル シウム結 晶尿が認め られる場 合

には,尿 路結石症の可能性 が高いといえるであろ う.

また,再 発性尿路結 石症患者 では しぽしば凝集 したあ
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るいは大 きな蔭酸 カル シウム結晶が出現す るがη,日

常の尿検査で病的な蔭 酸カルシウム結 晶の存在に留意

す ることは重要 と思われ る,当 然の ことながら,結 晶

尿の診断には採尿後1～2時 間以内に尿沈渣を作製 し

(室温 で可),た だちに鏡検す ることが必要である.

結 語

Ova1型 修酸 カル シウム結吊尿を示 した外来患者の

尿か らova1型 結晶を分離 し,X線 回折 を施行す ると

ともに走査電顕にて観察 した.そ の結果 ①oval型

結晶はdumbbell型 結 晶 と同様 蔭酸 カル シウム1水

化物である,②oval型 結 晶は赤 血球 とよく似た形態

を示 しdumbbell型 結 晶とは 明らか に異 なるこ とを

報告 した.
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